
 

 
★ 会長      濱口 隆   船橋市二和西 1-6-4-102    ☎090-1205-3551 

★ 事務局   大學 敏子  柏市布施 908—4        ☎04-7131—3772 

８月例会（平成２９年 ●第８回例会  通算４３６回例会    ●行事通算４５９回） 

 （注）「役員の責任」 本会の行事中に事故発生しても、会員及び一般参加者は、会および役員の責任を一切問わない事とする。 

 

８月行事のご案内 

メッセと海、稲毛海岸潮風ウオーク 
 

 稲毛の海岸沿いを走っていた現在の国道１４号線（千葉街道）、いまでも国道沿いの松林に

その面影を残しています。遠浅の海岸に民間航空機の飛行場が開設されたのは明治４５年。昔

から避暑地として多くの人々に愛されてきました。今でもフラワーミュージアムや日本庭園の

美しい稲毛記念館、海水浴や海のレジャーで多くの人が訪れます。松林の中を稲毛の浜から検

見川の浜そして幕張の浜まで歩きます。水平線の向こうにはスカイツリーも。浜辺からの景色

を楽しみながら元気に歩きましょう。暑さ対策は万全に。   

 

【 記 】 

     

期  日： 平成２９年８月１３日（小雨決行） 

集合場所： JR 柏駅中央改札口 

集合時間： ８時００分（時間厳守） 

出発時間： ８時０８分発 千代田線代々木上原行き乗車、新松戸駅のりかえ、 

JR 武蔵野線海浜幕張行き乗車、南船橋駅乗り換え、８時４６分発 

JR 京葉線蘇我行き乗車、「稲毛海岸駅」下車 ８時５５分到着 

交 通 費： 往き：柏駅～稲毛海岸駅 ６４０円 帰り：海浜幕張駅～柏駅 ５５０円 

        

【コース案内】   約１１．０ｋｍ 

 

柏駅発千代田線代々木上原行乗車～新松戸駅のりかえ～JR 武蔵野線海浜幕張行き乗車～南船橋駅

のりかえ～JR 京葉線蘇我行き乗車車～「稲毛海岸」駅下車（８時５５分）～駅前朝礼・トイレ～

稲毛海浜公園～民間航空記念館・稲毛記念館（見学・トイレ）～フラワーミュージアム（見学）～

稲毛の浜（昼食・トイレ）～ヨットハーバー～検見川の浜（トイレ）～美浜大橋～幕張の浜～美浜

園（休憩・トイレ・解散）～海浜幕張駅～柏駅 

 

                         

 

平成２９年(201７) 

会報８月号 

 

柏市歩こう会 
 

会報４３１号平成２９年７月２０日発行 
昭和５６年５月設立 
 

 来年度の行事予定地を決める時期になってきました。皆様方のご希望を広く取り入れたく 

ご希望の場所があればお近くの役員までお知らせください。電車で行けて、日帰りができる 

コースならばどこでもかまいません。よろしくお願いします。        （会長） 

 

 

 

                       

交通安全を励行し、健康で元気に歩き、お互いの親睦を図りましょう。 

ホーム（見学）ページ： 柏市歩こう会 検索 でご覧になれます。 

 

 

検見川の浜 



 

 

期日：８月１３日（日）  天気： 曇り時々晴れ（３１度）   

参加者： ５２名  （会員 ３４名、  一般参加 １８名） 

台風一過のあとの爽やかさも感じられず、８月にはいってから曇りや雨続きの毎日でしたが、この日だ

けは午後から夏の日差しもあり、海辺にはたくさんの海水浴客が見られました。稲毛海浜公園では日本庭園

見学のあと、何と１６０組も連なる凧（連凧）が上がっているのを見ました。先のほうはまるで龍の尻尾の

ようでした。午後からは海から涼しい風が流れてくるヨットハーバーでヨットが陸から海へ進水するさまを、

皆さん、いつまでも見入っていました。西にはスカイツリー、東には京葉工業地帯が見渡せる広々とした景

色を楽しみながら元気に歩きました。コスプレのおねえさんや、見浜園の受付の方、それに先ほどの凧を上

げていた方などとの楽しい出会いと会話が弾んだ８月例会でした。       （担当幹事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自由な女神 

上野公園の芸大近くに飾ってある自由な女神像を見てきました。２０１１年の東日本大震災で下半身が無

くなってしまった腰から上だけの自由の女神像です。震災当時宮城県石巻市の公園に設置されていました

が、下半身の破損がひどく、いつのまにか市の倉庫にねむっていました。もともとは県内のパチンコ店のシ

ンボルであったものを石巻市が震災前に引き受け、公園に設置したものです。同県出身の芸大院生の女性が

この像が気になり探していたところ別の持ち主から見つかり、交渉して譲りうけ、修復再現させました。ご

自身の卒業作品とするそうです。お前は何処から来て何処へ行くのか？それは自由だ。しかしお前を見るた

びに皆さんには大震災があったことを思い出して欲しい。そんな願いからのネーミングでした。（編集部） 

 

 

８月例会「メッセと海、稲毛海岸潮風ウォーク」報告 
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